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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第１の成分、第２の成分、および第３の成分を含む供給原料を受ける壁分割
形蒸留塔を備え、
　壁分割形蒸留塔の供給原料側の分離区画が、供給原料を、第１および第２の成分を含む
蒸気と、第２および第３の成分を含む液体とに分離し、
　供給原料が供給原料側で塔に入る点より下のレベルで、壁分割形蒸留塔内に少なくとも
部分的に配設され、第１の成分の濃度を測定する差蒸気圧セルと、
　壁分割形蒸留塔内で供給原料側を副生成物側から分離している仕切りとをさらに備える
プラント。
【請求項２】
　差蒸気圧セルが、供給原料が供給原料側で分離区画に入る点より下でかつ仕切りの下端
部より上のレベルで供給原料側に配置される請求項１に記載のプラント。
【請求項３】
　差蒸気圧セルが、仕切りの下端部と同じかまたはそれより下のレベルに配置される請求
項１に記載のプラント。
【請求項４】
　差蒸気圧セルが、差蒸気圧セルが配置された位置での供給原料の所定の蒸気圧と実質上
同じ蒸気圧を有する基準物質を含む請求項１に記載のプラント。
【請求項５】
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　差蒸気圧セルから信号を受ける制御要素をさらに備え、制御要素が壁分割形蒸留塔内の
プロセスパラメ－タを調整する請求項４に記載のプラント。
【請求項６】
　プロセスパラメ－タが、温度、生成物の流れ、および内部流のうちの少なくとも１つで
ある請求項５に記載のプラント。
【請求項７】
　差蒸気圧セルが配置されている位置で、０．０２％（モル）から５％（モル）の第１の
成分が存在する場合に、制御要素がプロセスパラメ－タを調整する請求項５に記載のプラ
ント。
【請求項８】
　供給原料が、炭化水素系の供給原料を含む請求項７に記載のプラント。
【請求項９】
　第１の成分がＣ４留分を含み、第２の成分がＣ５留分を含み、前記第３の成分がＣ６留
分を含む請求項８に記載のプラント。
【請求項１０】
　壁分割形蒸留塔が、第２の分離区画および第３の分離区画をさらに備え、第２の分離区
画が、第１および第２の成分を含む蒸気を受け、第３の分離区画が、第２および第３の成
分を含む液体を受ける請求項１に記載のプラント。
【請求項１１】
　仕切りをもち、少なくとも第１の成分、第２の成分、および第３の成分を含む供給原料
を受ける分離区画を供給原料側に備え、仕切りが供給原料側を副生成品側から分離する壁
分割形蒸留塔を設けるステップと、
　供給原料側の分離区画内で、供給原料を第１および前記第２の成分を含む蒸気と、第２
および第３の成分を含む液体とに分離するステップと、
　供給原料が、供給原料側で壁分割形蒸留塔に入る点より下のレベルで、差蒸気圧セルを
壁分割形蒸留塔に連結するステップと、
　差蒸気圧セルを使用して第１の成分の濃度を測定するステップとを備えるプラントを運
転する方法。
【請求項１２】
　差蒸気圧セルが、供給原料側で、供給原料が供給原料側で塔に入る点より下でかつ仕切
りの下端部より上のレベルに配置される請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　差蒸気圧セルが、仕切りの下端部と同じかまたはそれより下のレベルに配置される請求
項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　差蒸気圧セルが、差蒸気圧セルが配置された位置での供給原料の所定の蒸気圧と実質上
同じ蒸気圧を有する基準物質を含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　差蒸気圧セルから信号を受ける制御要素をさらに備え、制御要素が壁分割形蒸留塔内の
プロセスパラメ－タを調整する請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　プロセスパラメ－タが温度である請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　差蒸気圧セルが配置されている位置で、０．０２％（モル）から５％（モル）の第１の
成分が存在する場合に、制御要素がプロセスパラメ－タを調整する請求項１５に記載の方
法。
【請求項１８】
　供給原料が、炭化水素系の供給原料を含む請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　第１の成分がＣ４留分を含み、第２の成分がＣ５留分を含み、第３の成分がＣ６留分を
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含む請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　壁分割形蒸留塔が、第２の分離区画および第３の分離区画をさらに備え、第２の分離区
画が、第１および第２の成分を含む蒸気を受け、第３の分離区画が、第２および第３の成
分を含む液体を受ける請求項１１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の分野は、蒸留塔および特に壁分割形蒸留塔（ｄｉｖｉｄｅｄ　ｗａｌｌ　ｃｏ
ｌｕｍｎ）内における供給原料の成分の監視および流量制御である。
【背景技術】
【０００２】
　完全に熱的に連結された蒸留およびそのような蒸留を、供給原料側を副生成物側から分
離する分離壁を伴う単一の蒸留塔内で実施しようとする概念が、長いこと知られてきた（
例えば、Ｂｒｕｇｍａへの米国特許第２、２９５、２５６号明細書、Ｗｒｉｇｈｔへの米
国特許第２、４７１、１３４号明細書、およびＴｒｉａｎｔａｆｙｌｌｏｕならびにＳｍ
ｉｔｈによる論文「Ｄｅｓｉｇｎ　ａｎｄ　ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｆｕｌｌ
ｙ　ｔｈｅｒｍａｌｌｙ　ｃｏｕｐｌｅｄ　ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ　ｃｏｌｕｍｎｓ
．（完全に熱的に連結された蒸留塔の設計および最適化。）Ｔｒａｎｓ　Ｉ．Ｃｈｅｍ．
Ｅ、Ｖｏｌ７０、ＰａｒｔＡ（１９９２）、１１８～１３２ペ－ジ」を参照）。
【０００３】
　壁分離形蒸留塔は、一般的に、塔の中間部分で垂直バッフルが、中間沸騰点の生成品を
引き出す点から供給原料点を分離する構成になっている。このようにして、側部取出し部
（ｓｉｄｅ　ｄｒａｗ）に達する供給原料の軽、重両方の成分の量は、どのような仕様で
あっても制御できる（もともと２つの従来通りの蒸留ステップで達成されたものだが）。
これが、リボイラおよび凝縮器（ｃｏｎｄｅｎｓｅｒ）負荷の非常な削減（例えば２塔配
置に比べ最大３０％の削減）を含む様々な利点を可能にし、さらに必要部品のいくつかを
削減して、資本コストを削減する。
【０００４】
　少なくとも３要素供給原料を分離するための壁分割形蒸留塔を採用して得られる、これ
らおよびその他の利点はあるものの、これらの塔のいくつかの態様が問題点として残って
いる。とりわけ仕切りの供給原料側で、求められた分離と適切に相関する適切な特徴を識
別することが長年にわたり困難であった。例えば、壁分割形蒸留塔の効率的な制御および
運転には、一般的に、供給原料側で軽いものを重いものから十分に分離する必要がある。
供給原料側で仕切りの頂部に、重いものが過剰に立ち上がってきた場合、中間生成品は、
重いもので汚染される。供給原料側で過剰な軽いものが仕切りの底部に下りてきた場合、
中間生成品は軽いもので汚染される。中間構成品の分離は、中間構成品がいずれかの方へ
（つまり供給原料側塔の頂部か底部に）分散することができるので、問題はより小さい。
【０００５】
　供給原料側で、重いものから軽いものを適切に分離する方法の１つに温度表示器／セン
サを使用して、仕切りの供給原料側の底部に向う軽いものの移動を検知する方法がある（
軽いものは、温度の降下によって表わされる）。温度の測定は、理論的には実行可能であ
るが、温度測定は、軽いものの濃度が供給原料の下のトレイの温度に意味のある影響を与
えるシナリオに限定されることが頻繁である。残念ながら、トレイの温度は、軽いものの
存在に敏感ではなく、これは供給原料の下の軽いものの濃度が比較的少ない場合に特に顕
著であることが比較的一般的である。
【０００６】
　温度表示器／センサに係わる少なくともいくつかの問題を回避するために、アナライザ
を使用して壁分割形蒸留塔内の供給原料側の特定位置で、供給原料の組成を検知してもよ
い。しかし、アナライザは、高価になりがちで、信頼性に欠け（少なくとも一部の例では
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）、重大な時間遅れを示すことが頻繁であり、塔の制御にさらなる問題を追加している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　壁分割形蒸留塔を運転し、監視するための様々な方法および構成が、当技術分野で知ら
れているが、それらの全てまたはほぼ全てに１つまたは複数の不利点がみられることが難
点である。したがって、壁分割形蒸留塔を運転し監視するための改良された方法および構
成が必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、少なくとも第１の成分、第２の成分、および第３の成分を含む供給原料を受
ける壁分割形蒸留塔を対象にし、壁分割形蒸留塔の供給原料側の分離区画が、供給原料を
、第１の成分および第２の成分を含む蒸気と、第２の成分および第３の成分を含む液体と
に分離する。企図された壁分割形蒸留塔は、供給原料が供給原料側で塔に入る点より下の
レベルに配設された差蒸気圧セルをさらに含み、その差蒸気圧セルは、第１の成分の濃度
を測定する。
【０００９】
　本発明の主題の一態様では、壁分割形蒸留塔は、供給原料側を副生成品側から分離する
仕切りをさらに備え、差蒸気圧セルが、供給原料側の、供給原料が供給原料側で塔に入る
点より下でかつ仕切りの下端部より上のレベルに配置されている。好ましい態様では、差
蒸気圧セルは、供給原料側で前記差蒸気圧セルが配置された位置での液体の所定の蒸気圧
と実質上同じ蒸気圧を有する基準物質を含む。
【００１０】
　発明の主題のもう１つの態様では、制御要素が壁分割形蒸留塔に連結されており、差蒸
気圧セルから信号を受け、その制御要素が壁分割形蒸留塔内のプロセスパラメ－タ（例え
ば温度）を調整する。差蒸気圧セルが配置されている位置で、約０．０２％（モル）から
約５％（モル）の第１の成分が存在する場合に、その制御要素が前記プロセスパラメ－タ
を調整することが特に好ましい。
【００１１】
　本発明の主題のさらなる態様では、供給原料は炭化水素系の供給原料を含み、第１の成
分がＣ４留分を含み、第２の成分がＣ５留分を含み、第３の成分がＣ６留分を含む。企図
された壁分割形蒸留塔は、第２および第３の分離区画をさらに備えることもあり、第２の
分離区画が、第１および第２の成分を含む蒸気を受け、第３の分離区画が第２および第３
の成分を含む液体を受ける。
【００１２】
　本発明のさらなる態様では、プラントを運転する方法は、少なくとも第１の成分、第２
の成分および第３の成分を含む供給原料を受ける分離区画を供給原料側に含む壁分割形蒸
留塔が設けられたステップを備える。他のステップでは、供給原料が供給原料側の分離区
画内で第１および第２の成分を含む蒸気と、第２および第３の成分を含む液体とに分離さ
れる。さらに他のステップでは、差蒸気圧セルが、供給原料が供給原料側で壁分割形蒸留
塔に入る点より下のレベルで壁分割形蒸留塔に連結され、さらなるステップでは、第１の
成分の濃度が差蒸気圧セルを使用して測定される。
【００１３】
　本発明の様々な目的、特徴、態様および利点は、添付図面と共に本発明の好ましい実施
形態の詳細な下記説明からより明白になろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本明細書で使用されているように、「壁分割形蒸留塔」または「壁を分割する蒸留塔」
」は、１つまたは複数の多成分供給原料（ｍｕｌｔｉ－ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｆｅｅｄ）
のための蒸留システムを示し、そのシステムの共通のシェル内には少なくとも２つの、よ
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り一般的には３つの熱的に連結された蒸留塔が配設されており、多成分の供給原料を少な
くとも１つの軽い沸騰留分と、少なくとも１つの中間沸騰留分と、少なくとも１つの重い
沸騰留分に分離する。例示的な壁分割形蒸留塔に付いて説明しているのが、例えばＧｉｒ
ｏｘへの米国特許第４、２３０、５３３号明細書またはＢｅｃｋｅｒ他による発表「Ｔｈ
ｅ　ｗｏｒｌｄ’ｓ　ｌａｒｇｅｓ　ｐａｒｔｉｔｉｏｎｅｄ　ｃｏｌｕｍｎ　ｗｉｔｈ
　ｔｒａｙｓ．Ｌｉｎｄｅ　Ｒｅｐｏｒｔｓ　ｏｎ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｙ６２（２０００）、ｐａｇｅｓ　４２～４８」である。
【００１５】
　発明者は、差蒸気圧セル（ＤＶＰ）を壁分割形蒸留塔に熱的に連結することにより壁分
割形蒸留塔（ＤＷＣ）内における軽い、中間の、および／または重い沸騰留分の流通量に
対する制御を改善できることを発見した。より具体的には、発明者は、供給原料側の余剰
な軽いものの降下を、濃度の検知および検知速度の面で知られている検知方法および構成
より優れている方式で検知できることを企図している。
【００１６】
　したがって、プラントは、少なくとも第１の成分、第２の成分、および第３の成分を含
む供給原料を受ける壁分割形蒸留塔を含み、壁分割形蒸留塔の供給原料側の分離区画が、
供給原料を第１および第２の成分を含む蒸気と、第２および第３の成分を含む液体とに分
離する。差蒸気圧セルは、供給原料が供給原料側で塔内に入る点より下のレベルで壁分割
形蒸留塔で熱的に連結（例えば少なくとも部分的に配設）され、差蒸気圧セルは、第１の
成分の濃度を測定する。
【００１７】
　図１は、多成分の供給原料１０２が供給される、企図された壁分割形蒸留塔１００の例
示的な構成を示し、多成分の供給原料は、第１の成分Ａ　１０２Ａ（例えば軽い沸騰留分
）、第２の成分Ｂ　１０２Ｂ（例えば中間の沸騰留分）、および第３の成分Ｃ　１０２Ｃ
（例えば重い沸騰留分）を含む。軽い沸騰留分Ａ（第１の成分）は、ＤＷＣを頂部で（凝
縮器（図示せず）を通過後）離れ、中間の沸騰留分Ｂ（第２の成分）は、ＤＷＣを側部取
出し部内で離れ、重い沸騰留分Ｃ（第３の成分）は、ＤＷＣを底部で離れる。多成分の供
給原料は、供給原料側で第１の分離区画１２０（精留区画ＲＦおよび剥離区画ＳＦを有す
る）により第１および第２の成分１０２Ａおよび１０２Ｂを含む蒸気１３０と、第２およ
び第３の成分１０２Ｂおよび１０２Ｃを含む液体１４０に分離される。仕切り１６０は、
供給原料側の第１の分離区画１２０を、各々中間生成品取出し側（ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ
ｔｅ　ｐｒｏｄｕｃｔ　ｄｒａｗ　ｓｉｄｅ）にある第２および第３の分離区画１８０お
よび１８０’から分離している。
【００１８】
　側部（生成品）取出し部側（ｓｉｄｅ　ｄｒａｗ（ｐｒｏｄｕｃｔ）ｓｉｄｅ）の第２
の分離区画１８０は、側部取出し部と仕切り１６０の頂部の間で剥離区画ＳＰと、塔の頂
部と仕切り１６０の頂部の間で精留区画ＲＰを有する。剥離区画ＳＰの主要な機能は、軽
い沸騰留分Ａを中間の沸騰留分Ｂから除去することである。この剥離区画は、一般的に重
い沸騰留分Ｃを中間の沸騰留分Ｂから分離できないので、仕切りの頂部から側部取出し区
画に下りてくるＣは、取出し部側の中間の沸騰留分内の不純物になる。同様に、側部取出
し部側の精留区画ＲＰ’は、中間の沸騰留分Ｂから重い沸騰留分Ｃを除去する。この（低
い方の）精留区画ＲＰ’は、一般的に軽い沸騰留分Ａを中間の沸騰留分Ｂから分離できな
いので、仕切りの底部から上昇してくる軽い沸騰留分は、中間の沸騰留分Ｂ内の不純物に
なる。したがって、仕切り１６０の下側で余剰な軽い沸騰留分が、生成品側に達しないこ
とが重要である。
【００１９】
　仕切り１６０の頂部の上は、精留区画ＲＰであり、供給原料側、生成品側の両方から立
ち上がる蒸気を精留して軽い沸騰留分から中間の沸騰留分を除去する。同様に、仕切りの
底部の下側は、剥離区画ＳＰ’であり供給原料側、生成品側の両方から下りてくる液体を
剥離して重い沸騰留分から中間の沸騰留分を除去する。
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【００２０】
　差蒸気圧（ＤＶＰ）セル１５０は、供給原料がＤＷＣに入る点と仕切り１６０の下端に
対応するレベルの間にあるレベルで、壁分割形蒸留塔に熱的に連結されている。ＤＶＰセ
ル１５０は、任意選択で仕切りの下端に対応するレベルと同一かそれより下のレベル（点
線で示す）に配設してもよい。制御要素１７０は、ＤＶＰセル１５０から信号を受けＤＷ
Ｃ１００内の制御パラメ－タ（例えばリボイラＲＢを経由してくる温度）を管理する。
【００２１】
　少なくとも３成分供給原料を分離する、熱的に連結された知られている蒸留システムは
全て本明細書に提示する教示内容に関連して適正であると一般的に企図されており、特に
企図されている蒸留システムに、分離器（ｓｅｐａｒａｔｏｒ）の片側（つまり供給原料
側）に１つの分離区画と、分離器のもう一方の側（つまり側部取出し部側）に少なくとも
、又より一般的には２つの分離区画をもつ壁分割形蒸留塔がある。例示的で適切なＤＷＣ
に、Ｗｒｉｇｈｔへの米国特許第２、４７１、１３４号明細書、Ｔｒｉａｎｔａｆｙｌｌ
ｏｕおよびＳｍｉｔｈの「Ｔｈｅ　ｄｅｓｉｇｎ　ａｎｄ　ｏｐｔｉｍａｚａｔｉｏｎ　
ｏｆ　ｆｕｌｌｙ　ｔｈｅｒｍａｌｌｙ　ｃｏｕｐｌｅｄ　ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ　
ｃｏｌｕｍｎｓ．（完全に熱的に連結された蒸留塔の設計および最適化）：Ｔｒａｎｓ　
Ｉ．Ｃｈｅｍ．Ｅ、Ｖｏｌ７０、Ｐａｒｔ　Ａ（１９９２）、１１８～１３２頁」、Ｄｏ
ｕｇｌａｓの「Ｃｏｎｃｅｐｔｕａｌ　Ｄｅｓｉｇｎ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｒｏ
ｃｅｓｓ．（化学プロセスの概念設計）：ＭｃＧｒａｗ　Ｈｉｌｌ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ」
、ＭｕｔａｌｉｂおよびＳｍｉｔｈの「ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
ｏｆ　ｄｉｖｉｄｉｎｇ　ｗａｌｌ　ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ　ｃｏｌｕｍｎｓ．（分
割壁塔形蒸留塔の運転と制御）：Ｐａｒｔ　Ｉ、Ｔｒａｎｓ　Ｉ、Ｃｈｅｒｉ．Ｅ、Ｖｏ
ｌ　７６（１９９８）、３０８～３１８頁」、ＡｇｒａｗａｌおよびＦｉｄｋｏｗｓｋｉ
の「Ｍｏｒｅ　ｏｐｅｒａｂｌｅ　ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔｓ　ｏｆ　ｆｕｌｌｙ　ｔｈ
ｅｒｍａｌｌｙ　ｃｏｕｐｌｅｄ　ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ　ｃｏｌｕｍｎｓ（完全に
熱的に連結された蒸留塔のより操作可能な処置）：ＡＩＣｈＥＪ．Ｖｏｌ４４、Ｎｏ１１
（１９９８）、２５６５～２５６８頁」、ＶａｕｇｈａｎおよびＨａｈｎの「Ｓａｓｏｌ
’ｓ　１－ｏｃｔｅｎｅ　ｐｒｏｃｅｓｓ（Ｓａｓｏｌの１－オクテン　プロセス）：ド
イツ　フランクフルトで、２０００年５月２２日付けＡｃｈｅｍａ　２０００に提示され
た論文」、Ｂｅｃｋｅｒ他の「Ｔｈｅ　ｗｏｒｌｄ’ｓ　ｌａｒｇｅｓ　ｐａｒｔｉｔｉ
ｏｎｅｄ　ｃｏｌｕｍｎ　ｗｉｔｈ　ｔｒａｙｓ．（世界の大型の、トレイつき仕切りさ
れた塔）：Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　６２（２０００）のＬｉｎ
ｄｅ　Ｒｅｐｏｒｔ、４２～４８頁」またはＫｏｌｂｅ他の「Ｐａｒｔｉｔｉｏｎｅｄ　
ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ　ｃｏｌｕｍｎ．（仕切られた蒸留塔）：ドイツ　フランクフ
ルトで、２０００年５月２４日付けＡｃｈｅｍａ　２０００に提示された論文」に説明さ
れたものがある。さらに商業的に入手可能な構成に、住友重工業からのもの「塔中の塔（
商標）（Ｃｏｌｕｍｎ－ｉｎ－ｃｏｌｕｍｎ）構成」がある。
【００２２】
　さらに、分離器の数および構成が相当に変化することがあり、所望の精製された生成品
流の数（または供給原料内で明確に相異なる沸騰点／沸騰範囲をもつ成分の数）に依存し
てＤＷＣは、１つ、２つあるいはより多くの分離器を含むこともあることが企図されてい
る。例えば、ＤＷＣが、８つの成分をもつ供給原料を有する場合、ＤＷＣは、Ｇ．Ｋａｉ
ｂｅｌの「Ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ　ｃｏｌｕｍｎｓ　ｗｉｔｈ　ｖｅｒｔｉｃａｌ　
ｐａｒｔｉｔｉｏｎｓ．（垂直の仕切りをもつ蒸留塔）：Ｃｈｅｍ．Ｅｎｇ．Ｔｅｃｈｎ
ｏｌ．１０（１９８７）、９２～９８頁」に説明されているように３つの分離器を有する
こともあることが企図されている。他の例では、適切なＤＷＣが、Ｓｃｈｕｌｔｚ他によ
る「Ｄｅｓｉｇｎ　ａｎｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　ａ　ｄｉｖｉｄｉｎｇ　ｗａｌｌ　
ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏｎ　ｃｏｌｕｍｎ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｆｒａｃｔｉｏｎａｔｉｏ
ｎ　ｓｅｃｔｉｏｎ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｐａｃｏｌ　ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　ｐｒｏｃｅ
ｓｓ．（Ｐａｃｏｌ強化プロセスにおける分留区画のための分割壁形蒸留塔の設計および
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制御）：２００１年春のＡｌＣｈＥナショナルミ－ティングにおける発表、２００１年４
月」に説明されているように、異なった成分をもつ２つの供給原料流を分離する改変され
た分離器を有することもある。
【００２３】
　したがって、企図されたＤＷＣが、少なくとも２つの、そしてより一般的には少なくと
も３つの分離区画を備え、その各々が精留区画および剥離区画を備えることもあることを
理解されたい。特に好ましい態様では、供給原料側の分離区画は、供給原料を精留区画と
剥離区画の間にある供給区画で受け、蒸気（例えば、軽い、および中間の沸騰生成物を含
む）は、精留区画の頂部から流出する一方、液体（例えば、中間の、および重い沸騰生成
物を備える）は、剥離区画の底部から流出する。精留区画が、第２の分離区画から液体を
受ける（例えば、主に沸騰点にある中間の生成物を含む）一方で、剥離区分がさらに第３
の分離区画から蒸気を受け取る（例えば、主に沸騰点にある中間の生成物を含む）ことが
さらに企図されている。
【００２４】
　第２の分離区画が、精留区画と剥離区画の間にある供給区画で蒸気を（第１の分離区画
の精留区画から）受けることがさらに好ましく、第１の成分（例えば、沸騰点にある軽い
生成物）は第２の分離区画の精留区画から凝縮器を経由して流出する。第２の成分は、第
２の分離区画の剥離区画を液体として側部取出し部を経由して流出する。同様に、第３の
分離区画（つまり、第２の分離区画の下側の分離区画）は、精留区画と剥離区画の間にあ
る供給区画で液体を（第１の分離区画の剥離区画から）受けることが好ましく、第２の成
分（例えば、沸騰点にある中間の生成物）は第３の分離区画の精留区分から蒸気として流
出し、第２の分離区画の剥離区画へ移動する。第２の成分が、第２の分離区画の剥離区画
から液体として側部取出し部を経由して流出する一方、第３の成分は、塔の底部にある第
３の分離区画の剥離区画から流出する。リボイラは、塔の底部において剥離区画に蒸気を
供給するために頻繁に使用される。
【００２５】
　ＤＷＣの分離区画の少なくとも１つ、より一般的にはその各々がトレイタイプまたはパ
ックされた区画であってもよいことが一般的には好ましいが、その他の構成または内部構
造（ｉｎｔｅｒｎａｌｓ）も企図されている。供給原料のタイプにより、様々な吸着剤が
使用できるが、特に適切な材料に炭化水素および極性溶媒がある。
【００２６】
　供給原料に関して、特に適切である供給原料には、明確に相異なる沸騰点／範囲をもつ
、少なくとも３つ（およびそれ以上）の成分を含むこともある炭化水素系の供給原料があ
ることが企図されている。例えば、特に企図された供給原料は、第１、第２、および第３
の成分を含み、第１の成分がＣ４留分を含む、第２の成分がＣ５留分を含み、第３の成分
がＣ６留分を含む。あるいは、適切な供給原料は、多数の直鎖状または枝分かれしたＣ２

とＣ８の間の、あるいは、もっと高級の炭化水素混合物を含む。
【００２７】
　本発明の主題のある好ましい態様では、ＤＶＰセルは、商業的に入手可能なＤＶＰセル
（例えば、Ｆｏｘｂｏｒｏ製ＤＶＰ、またはＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ．ｃｏｍ　
Ａ　Ｓｈｅｌｂｙ　Ｊｏｎｅｓ　Ｃｏ．製）であり、基準液体で充たされている。特に好
ましい基準液体には、供給原料側でＤＶＰセルが配設された位置での液体の所定の蒸気圧
と実質上同じ（つまり±２０％を超えない相違）蒸気圧を有するものがある。その結果、
基準液体は所望のトレイの構成物のサンプルであることが特に好ましい。しかし、代替態
様では、所望のトレイの構成物以外にも数多くの基準液体が適切であり、単一のあるいは
多数成分の液体（炭化水素を含んでも含まなくともよい）もその中に含まれる。さらに、
企図されたＤＶＰセルが、基準チャンネル（塔と連通している）と基準流体（ＤＶＰセル
内またはＤＶＰセルアセンブリ内の）の間の蒸気圧差に比例する（直線、対数、またはそ
れとは別の）信号を生成する限り、ＤＶＰセルを、特定の構成またはメーカーに限定する
必要はない。したがって、適切なＤＶＰセルは、圧力差を電子的な出力に変換する信号ト
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ランスデュ－サをさらに含むこともある。例示的な、企図されたＤＶＰセルが、本明細書
にその全てが参照として組み込まれる、例えば、Ｋａｒａｓへの米国特許第６、２７９、
４０１号明細書、Ｋｕｒｔｚへの米国特許第６、２７２、９２８号明細書、Ｎｕｄｄへの
米国特許第４、７６６、７６９号明細書、Ｆｕｎｇ他への米国特許第５、３５７、８０８
号明細書、Ｋａｒａｓへの米国特許第５、５８３、２９４号明細書、Ｐｏｗｅｌｌへの米
国特許第５、６５６、７８２号明細書、およびＮｕｄｄへの米国特許第４、６９３、１２
１号明細書に説明されている。
【００２８】
　１つまたは複数のＤＶＰセルを塔に挿入し（つまり、塔内の供給原料側で液体または液
体の成分と熱的に連通して）さらに、差圧伝送器の一端に連結する。伝送器の他端は、Ｄ
ＶＰセルと実質的に同じレベル（つまり、垂直方向で１メ－トルを超えない差）で塔に連
結される（直接連結されるのが一般的）。しかし、必要に応じて、伝送器の他端は、ＤＶ
Ｐセルのレベル以外のレベルで塔に連結されることもある。このレベルの違いによっても
たらされた圧力の差は、次いで計算モデルを使用して修正される。
【００２９】
　ＤＶＰセルの位置については数多くの位置が適正であり、特定の位置は、一般的に特定
位置で監視しようとする成分によって決められることが企図されている。例えば、沸騰点
にある軽い留分の好ましくない下降を検出しまたは監視する必要がある場合には、ＤＶＰ
セルを供給原料側で、供給原料が供給原料側で塔に入る点より下でかつ仕切りの下端の上
（例えば、塔の供給原料側で剥離区画ＳＦの底部から２～３トレイ上）のレベルに配置す
ることが一般的に望ましい。あるいは、ＤＶＰセルを仕切りの下端部と同一かまたはそれ
より下側のレベルに配置してもよい。このような構成にあっては、ＤＶＰセルと、ＤＶＰ
セルが配設されている塔内のトレイとの間で蒸気圧が実質上同じであれば、それはトレイ
の成分が十分であることを一般に意味する。ＤＶＰセル内の基準液体の蒸気圧に対してト
レイの蒸気圧が上昇すれば、それは軽い留分が余計に存在することを意味し、一方ＤＶＰ
セル内の基準液体の蒸気圧に対してトレイの蒸気圧が下降すれば、それは軽い留分の減少
を意味する。
【００３０】
　このように企図された構成では、供給原料が塔に入るレベルより下で軽い留分の濃度を
比較的少なく（１％未満）できることがよくあるので、ＤＷＣにおいて特に有利である。
このような状況下では、知られている温度測定は、一般的に軽い留分の濃度に対しては鈍
感である。この問題を回避するために、アナライザを使用してもよい。しかし、アナライ
ザは高価で、信頼性に乏しい傾向にあり、比較的長い遅れ時間を示し、したがって経済的
に理の適った制御は不可能ではないが、困難がある。さらにＤＷＣのプロセスに、潜在的
に適切な制御温度があるとしても、供給原料側の剥離区画の構成では、温度プロ－ブが供
給原料の入口部に比較的近接している筈であり、そこでは供給原料の変化に伴って温度が
著しく変動することが知られている。したがって、ＤＶＰセルが、成分の制御が最も要求
される、仕切りの底部近くおよびそのさらに下で、確実にかつ経済的に成分を測定する手
段を提供することを特に理解されたい。
【００３１】
　他の例で、高い沸騰点の留分の立上りを監視または制御することが要求されるところで
は、企図されたＤＶＰセルは、供給原料側で、供給原料が供給原料側で塔に入る点より上
で、かつ仕切りの上端部の下のレベルに配置されることがある。あるいは、ＤＶＰセルが
、仕切りの上端部と同一かまたはそれより上側のレベルに配置されることもある。さらに
、複数のＤＶＰをＤＷＣ内の片側または両側の様々なレベルに配置し、少なくとも１つの
温度プロ－ブをアシストするかそれに取って代わることもあることが企図されている。し
たがってＤＶＰは、供給原料側および／または生成物側（一般的には供給原料側に対向す
る側）で、供給原料がＤＷＣに入る点よりも上および／または下に配置されることもある
ことが企図されている。したがって、企図されたＤＶＰセルが、トレイ内の成分の変化に
対して、一般に使用されている温度コントロ－ラに比べ非常に高い感度を有し、その結果
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ＤＶＰセルの使用が、３要素またはそれより要素の多いシステムにおいて早い反応を可能
にし、正確な測定を提供することが企図されていることをさらにそして特に理解されたい
。
【００３２】
　１つまたは複数の企図されたＤＶＰセルは、差動蒸気圧セル（またはＤＶＰセルトラン
スデュ－サ）から信号を受け取る制御要素に動作連通（例えば、電子、油圧、および／ま
たは機械的な連通）しており、その制御要素が、壁分割形蒸留塔内のプロセスパラメ－タ
を調整することがさらに企図されている。ＤＷＣのための数々の制御要素が、当技術分野
で知られており、知られている制御要素は全て本明細書での使用に適しているとみなされ
る。しかし、とりわけ好ましい制御要素に、そこからＤＷＣの動作が制御されるコントロ
－ルパネル（またはソフトウェア）がある。その結果、企図されたプロセスパラメ－タは
、相当に変化することもあるが、特に好ましいプロセスパラメ－タには、温度（例えば、
トレイの温度）、生成物の流れ（例えば、第１、第２または第３の成分）、内部流（例え
ば逆流、供給区画への内部逆流、生成物区画へのもう１つの逆流）、リボイラ負荷、およ
び凝縮器負荷がある。本発明の主題の特に好ましい態様の１つでは、約０．０２％（モル
）から約５％の第１の成分が、差蒸気圧セルが配置されているところに存在すれば、制御
要素は、プロセスパラメ－タを調整する。
【００３３】
　したがって、ＤＶＰセルは、少なくとも３成分の供給原料（つまり、少なくとも３つの
、明確に相異なる蒸留点／範囲を有する成分をもつ供給原料）を分離するのに有利に使用
されてもよいことを理解するべきである。さらに、ＤＶＰセルが、ＤＷＣの供給原料側で
供給原料のレベルの下のレベルで、より一般的には供給原料のレベルと仕切りの底部との
間で、また場合によっては仕切りの底部のさらに下で軽い成分の存在を監視／検知する場
合に、企図された構成が特に有用であることを理解されたい。さらに、ＤＶＰセルが、少
なくとも１つのプロセスパラメ－タの制御のためのセンサとして使用されてもよいことが
一般的に好ましいが、企図されたＤＶＰセルが塔の運転を誘導するために使用できること
を理解するべきである。
【００３４】
　したがって、プラントを運転する方法は、少なくとも第１の成分、第２の成分および第
３の成分を含む供給原料を受ける分離区画を供給原料側に備える壁分割形蒸留塔をその中
で提供するステップを備える。他のステップでは、供給原料は、供給原料側の分離区画で
、第１および第２の成分を含む蒸気と、第２および第３の成分を含む液体とに分離され、
さらに他のステップでは、供給原料が供給原料側で塔に入る点より下のレベルで差蒸気圧
セルが、壁分割形蒸留塔に連結される。さらに別のステップでは、第１の成分の濃度を差
蒸気圧セルを使用して測定する。ＤＷＣ、分離区画、供給原料、ＤＶＰセルに対しては、
前記と同じ考察を適用する。
【００３５】
　このように、改善された蒸留システムの具体的な実施形態および適用について開示して
きた。しかし、当業者には、本明細書の発明思想から逸脱することなく、既述内容の他に
さらに多くの変更形態が可能であることが明白であろう。したがって、発明の主題は、添
付の特許請求の範囲の精神を除き限定されるべきではない。さらに仕様および特許請求の
範囲を解釈するにあたって、その用語は全て、文脈に見合う可能な限り最も広範囲な仕方
で解釈されるものとする。とりわけ、「備える、含む」（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）および「備
えている、含んでいる」（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）は、非排他的な意味で構成成分、成分
、またはステップを意味するものと解釈し、参照された成分、構成成分またはステップが
、明確に参照されていないその他の成分、構成部品またはステップと共に存在し、利用さ
れ、組み合わされることもあることを示すものであることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の主題による例示的な壁分割形蒸留塔の側面断面略図である。
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